










【文京区主催・ファミスク協力】1月5日（木）に、
新春お年玉企画 オンラインで楽しく学ぼうお金のクイズ大会を開催！

～文京区のBチャレ（提案公募型協働事業）に採択されました～

「30年後の幸せに投資をする」を理念に金融教育事業を行う株式会社ファミスク（代表取締役社長：
平井梨沙、所在地：東京都港区、以下「ファミスク」）は、2023年1月5日（木）に、お金にまつわるクイ
ズを通して楽しくお金について考えることをテーマに、東京都文京区経済課の協力のもと「新春お年

玉企画 オンラインで楽しく学ぼうお金のクイズ大会」を開催しました。

◆開催背景◆

この度開催の「新春お年玉企画 オンラインで楽しく学ぼうお金のクイズ大会」は、コロナ禍のため夏
休みの課外活動に参加したくてもできなかった文京区の小学生に向けて、実施したオンラインイベン

トです。

文京区をフィールドとし、地域課題や社会的課題の解決を目的としたスタートアップ企業や大学等が

実施する先進的・画期的な技術等を活用した実証事業の実現に向けて、各種支援を行う取り組み

「文京共創フィールドプロジェクト（B+）」への応募をきっかけに、文京区のBチャレ（提案公募型協働
事業）のチャレンジ部門で、地域の団体等が文京区の地域課題だと考えるテーマの検証を目指して

行うイベントとして採択されました。

文京区民の金融リテラシー向上のために、小学生のうちから、お金に関することを楽しく身近に感じ

ることで、これからの生活に役立つ知見を習得するためのきっかけを作ってもらうことを目的としてお

ります。

◆開催概要◆

ファミスクのコンテンツは、消費者庁が公表している、消費者教育の体系イメージマップや、文部科学

省と金融庁が策定している金融教育プログラムに則り、小学生でも無理なく楽しく学べるよう制作し

ております。



今回のコンテンツ案は、金融教育に関心の高い大学生5名の協力により制作を行い、ファミスクにて
監修を実施し、当日のイベントでは、一般社団法人日本金融教育支援機構の講師陣、学生支部のメ

ンバー2名とともに登壇しました。

イベント冒頭では、文京区経済課の川﨑課長よりご挨拶をいただき、和やかにスタートしました。「金

銭教育」は、文京区民にとって関心の高いトピックであることと、時代に即した金銭感覚を養う必要が

あるとの課題認識から、文京区はこれまでもさまざまな取り組みを行ってまいりました。

一方で子ども向けのコンテンツとなると、自分事よりも遊びの要素が多くなってしまうといった懸念も

ありました。そこで今回ファミスクが、文京区の現在の課題解決を目的とした、「文京共創フィールドプ

ロジェクト（B+）」に応募したところ、文京区から直接依頼を受けるかたちで、実現するに至りました。
ファミスクにとっても、今回が初めての取り組みとなります。

公式サイト：2022年度助成団体［チャレンジ部門］
https://fumicom.tokyo/（※後日掲載予定）

https://fumicom.tokyo/


参加者の様子（アンケート結果集約）

・物の値段について積極的に考えていた。クイズも大変盛り上がった

・昔はこんにゃく粉でできた紙幣があった事実に、声を出して驚いていた

・クイズを通してお札を手で触って区別することができることを知って、すぐに手元に実際のお札を用

意するなどして、自分事として真剣に耳を傾けていた

・「お年玉はなんでもらえるの？」「お金はどうやって使ったらよいの？」といった、お金にまつわる、プ

ラスアルファの質問もあった

・全体を通して反応がよく、お金に対する興味、関心の高さが伝わってきた

・事後アンケートでは、全員から「役に立った」「また参加したい」との感想が聞かれ、非常に満足度

の高い結果となった

登壇者の声（学生支部のメンバー）

・それぞれが、クイズでゲットした金額によって使い道を考えていて、小学生にして既に運用的な考え

方をもっていると感じた

・オンライン慣れしている子が多く、大半が積極的に参加してくれていた

・ひとつひとつの投げかけに細かくリアクションをしたり、クイズの正誤で一喜一憂していている様子

をみて、運営側も楽しめた

◆今後の予定◆

ファミスクは、3月末に委託事業者として、文京区の小学生向けにオンラインでのイベントを5回開催
することが決定しております。

身近なものを題材に選ぶことで、子どもたちの関心を集めやすく、こだわりをもって積極的に調べる

ため、考える力が育ちやすいとされています。そこで、今回は一般社団法人日本コロッケ協会の協力

を得て「コロッケ」を題材に、子どもたち一人ひとりが社長となり、コロッケを高く売るための工夫を競

うコンテストを実施することといたしました。



ファミスクでは学生や企業を中心に、金融教育の授業やイベントをオンラインで開催したいという団

体を募集しております。

これまでも、大手学童保育で数百名に向けたイベントや、団体との金融教育コラボ等を通して、さま

ざまな取り組みを行ってまいりました。

今後は地域とのつながりをより一層強化したイベントや、学生と企業が交流を深められる場の提供な

ど、ユニークな取り組みを掛け合わせることで、ひとりでも多くの方が金融教育の必要性を実感し、

金融について学ぶきっかけ作りを提供することで、社会全体の金融リテラシー向上に貢献してまいり

ます。



◇会社概要◇

株式会社ファミスク

代表取締役社長：平井梨沙

所在地：東京都港区浜松町2丁目2番15号浜松町ダイヤビル 2Ｆ
URL：https://www.famisuku.com/

ファミスクの公式Lineアカウントはこちら
https://lin.ee/Fmy8AeR

【本件に対するお問い合わせ先：広報部】

電話番号：03-4363-1065
メール：info@famisuku.com

=====　以下、報道関係者のみ閲覧可能場所　========

株式会社ファミスク

担当：広報部

電話：070-8394-6537
メール：info@famisuku.com

https://www.famisuku.com/
https://lin.ee/Fmy8AeR
mailto:info@famisuku.com
mailto:info@famisuku.com


・名称：「新春　お年玉企画　オンラインで楽しく学ぼう　お金のクイズ大会」 
・日時：���� 年 � 月 � 日　��：�� ～ ��：�� 
・会場：Zoom を通じたオンライン開催 
・対象：小学生 
・開催経緯：�� 学童保育 ��� 名と楽しんだ夏休みのお金のすごろくイベントをベースに、今後は地域とのつながりをより一層強
化したイベントを開催し、金融教育の必要性を実感してほしいという想いから開催。 

・内容：コンテンツの案は大学生 � 名に制作を依頼、株式会社ファミスクにて監修を実施。 
・開催内容：一般社団法人日本金融教育支援機構の講師陣、学生支部のメンバー � 名とともに登壇。 お金のクイズを通して、お
金に関する興味を引き出し、物の値段やお金の上手な使い方を学んだ。

企画概要

社会で生活する上での必要な知識や判断力を身に付けるために、小学生のうちから、お金に関すること
を楽しく身近に感じることで、これからの生活に役立つ知見を習得するためのきっかけを作ってもらう 

企画目的

参加者数：�� 組 �� 名　/　アンケート回答者数：�� 名 
満足度：参加した全員が「ほぼ満足した」と回答
当日の様子： 

・物の値段について考えたり、オンラインでのお金のクイズやルーレットで盛り上がりをみせた 
・子どもたちはお金が大好きで学ぶ意欲を感じた
・お金を手元に用意する等、自分事として真剣な眼差しで聞いてくれた 
・「お年玉はなんでもらえるの？」「お金はどうやって使ったらよいの？」といった質問があがった 
・大学生自身もお金に関して考える機会となった

開催結果

新春お年玉企画制作物

広報チラシ 当日使用スライド

2022年
12月度・1月度 活動報告書

株式会社ファミスク

報告書に関するお問い合わせ先
株式会社ファミスク　info@famisuku.com  



文部科学省の方針である新・学習指導要領の金
融教育内容と金融庁の金融広報中央委員会の金
融教育プログラムを企業様との協業でコンテンツ
化し提供しています。

文部科学省の方針である新・学習指導要領の金
融教育内容と金融庁の金融広報中央委員会の金
融教育プログラムを企業様との協業でコンテンツ
化し提供しています。

学校における金融教育の年齢層別目標を主軸にし
ながら、当団体が独自に作成した未就学児から大
学生まで自分事として学べる楽しい金融教育コンテ
ンツを提供しています。

学校における金融教育の年齢層別目標を主軸にし
ながら、当団体が独自に作成した未就学児から大
学生まで自分事として学べる楽しい金融教育コンテ
ンツを提供しています。

イベント開催にあたり当団体の養成講座を受講した
金融教育に関する一定のスキルを有した講師陣を派
遣いたします。

イベント開催にあたり当団体の養成講座を受講した
金融教育に関する一定のスキルを有した講師陣を派
遣いたします。

小中学校やPTA（親子向け）、学童保育、児童館、子ども向けイベントなどさまざまなご要望を承っております。お気軽にお問い合わせください。小中学校やPTA（親子向け）、学童保育、児童館、子ども向けイベントなどさまざまなご要望を承っております。お気軽にお問い合わせください。

今、改めて学ぶことの重要性が認識されてきています。お金のことを考えることは人生のことを考えることにつながると私たちは思っ
ています。将来の選択肢を増やし、たとえ間違った選択をしても、またやり直すことができる力を
今、改めて学ぶことの重要性が認識されてきています。お金のことを考えることは人生のことを考えることにつながると私たちは思っ
ています。将来の選択肢を増やし、たとえ間違った選択をしても、またやり直すことができる力を

一般社団法人 日本金融教育支援機構

不安を安心に、
そして自信へ
不安を安心に、
そして自信へ
生き抜く力につながる金融教育生き抜く力につながる金融教育

生活する上でとても大事な「お金」のこと。生活する上でとても大事な「お金」のこと。

お問い合わせ

ウェブサイト：https://faincation.com/
メールアドレス：info@faincation.com
ウェブサイト：https://faincation.com/
メールアドレス：info@faincation.com

電話番号

03-6674-1435
電話番号

03-6674-1435

所属講師所属講師

平井  梨沙（ひらい  りさ）
学習院大学卒業
文京区在住。6 歳と 2 歳の二児の母親。
大和証券株式会社に勤務後、日本生命保険相互会社に転職。企業型確
定拠出年金を中心に、証券、税金、年金の視点より 6 0 0 0 名程度の相
談業務に携わる。2 0 2 2 年  金融教育事業を主軸として株式会社ファミ
スクを設立。子どもの頃の経験より、金融教育の重要性を痛感。株式
会社ファミスクでは大学生へのキャリア教育も行っている。

中林 友美（なかばやし ともみ）
富山医科薬科大学大学院（現・富山大学大学院）修士課程修了
がん専門病院にて看護師・副看護師長として勤務。退職後、ファイナンシャ
ルプランナーとキャリアコンサルタントの資格取得し独立開業。自身が子
育てをする中でお金について子どもと学ぶためにさまざまなツールを用い
た経験から、子ども向け金融教育の企画・運営に携わる。子ども向けイ
ベントでは、看護師として培った対応力と観察力を駆使しながら、いつも
全力で子どもたち以上に楽しんでいる。

一般社団法人　日本金融教育支援機構ではさまざまな年齢に合わせて
楽しみながら学べる金銭（金融）教育の企画・運営・フォローアップを行っています。

一般社団法人　日本金融教育支援機構ではさまざまな年齢に合わせて
楽しみながら学べる金銭（金融）教育の企画・運営・フォローアップを行っています。


